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本書は、アメリカの成人教育研究者マルカム・ノールズ(1913-1997) の著書“Self-





















































? ? ?? ?
統ーなどの観点から何度も読み直し、大胆なリライト・再編成の作業を施した。それゆえ、本
書の成果は飽くまでも、研究会メンバー全員のものであるが、最終責任はすべて監訳者にある。
なお、監訳者を除く、同研究会のメンバーは以下の通りであるO
倉知典弘(博士後期課程在学中) ・ 佐伯彰彦(蜘東陶大阪販売勤務、龍谷大学大学院修了)
猿山隆子(博士後期課程在学中)・ 生津知子(博士後期課程在学中)
藤岡裕美(兵庫県庁勤務、京都大学大学院修了、神戸大学大学院博士後期課程在学中)
本本書についての原稿は本来ならば、関係者以外による「書評」という形で掲載すべきものであったが、
諸般の事情から調整が間に合わず、果たせなかった。監訳者自ら「宣伝」するのは、はなはだ気が引け
るが、生涯教育学講座の教育活動の一環であるとともに、院生の研究活動の成果の一部とも考え、 2005
年度の講座の活動報告に加えることにした。本書の詳細な検討や、その内容を踏まえた、メンバーによ
るさらなる SDL研究の成果については、別稿を期したい。
